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北松浦の普通輝宿かんらん;百玄武岩

長崎県北松浦郡吉井町乙石尾産の普通輝石かんらん石玄武岩の薄片を

偏光顕微鏡直交ポｰラｰの下で撮影したもので同じ範囲の視野でステ

ｰジを約10度回転した状態が口絵写真②一<1>に示されている.

この岩石は肉眼的には暗黒色で径2～3m皿のあめ色のかんらん石

と黒色の輝石が斑晶として浮き出ている.また斑晶と石基の区別が

はっきりし斑晶は一般に大型で径O.7-3mmのかんらん石普通

輝石斜長石である.石基は細粒･完晶質で斜長石普通輝石か

んらん石鉄鉱及び少最のアル先リ長石からなる.錐晶のかんらん石

は鮮やかな干渉色を示すのが祷徴であり,結晶の周縁や割れ目に沿っ

て淡黄緑色の変質鉱物が生じている.

この岩石は北松浦地域のアルカリ岩系のかんらん石玄武岩として良

く知られており柱状節理の巨大岩柱として地質標本館前庭に陳列され

ている(西武道路株式会社提供).

吉井町乙石尾付近では柱状節理の著しく発達した厚さ約10mの溶岩

流である.この地区は休止期を挟んで数回の噴火活動があり溶岩

と火砕岩が累重Lており全体の厚さは100mである.この岩石はこ

れら溶岩流の中の一部である.また北松浦地域玄武岩のK-Ar法に

よる全若年代は1O.3-7Mlaが得られている.たお本産地近くから地

球化学的標準岩石試料JB-1の原石が採集されている.
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